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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第１四半期連結
累計期間

第54期
第１四半期連結
累計期間

第53期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 11,633,47715,667,25454,184,118

経常損失（△）（千円） △214,693△107,834△496,392

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△277,511△39,474△640,960

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△270,150△60,789△593,691

純資産額（千円） 20,477,98019,854,18620,154,439

総資産額（千円） 54,461,14355,990,77453,637,497

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△23.18 △3.30 △53.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 37.4 35.3 37.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,510,575△486,897△2,661,437

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△82,720 140,450△321,896

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,313,216964,3552,483,194

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,485,6861,861,4091,268,595

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかに増加する個人消費に加え、東日本大震災からの復興

需要等を背景として回復の兆しが見られたものの、欧州債務危機問題の再燃、円高の長期化、電力供給懸念等から、

景気は依然として先行き不透明な状況で推移しました。

当鉄鋼流通加工業界におきましては、国内鋼材市況は昨年から長期に渡り低迷しておりましたが、年初頃よりス

クラップ価格の反発を受け、３月頃にはようやく底入れとなり反転の兆しを見せていたものの、６月には鋼材需要

の低迷等を理由に、国内鉄鋼メーカーは出荷価格の大幅な値下げに踏切り、その発表に呼応し市況は再び下落傾向

となっており、引き続き厳しい状況が続いております。

このような環境下にありまして当社グループは、各地区において積極的な営業活動を展開しているものの、東日

本大震災の復興需要につきましては道路や橋などの社会インフラ整備や原発事故対応等が中心となっており、詳細

な復興計画策定の遅れ等から、建築物件等による本格的な鋼材需要には至っておらず、また、民間設備投資は緩やか

に持ち直しの兆しはあるものの本格的な鋼材需要の回復には今しばらく時間を要するものと思われます。この様な

状況ではありますが、鋼材の販売・加工事業につきましては各支店の地道な営業活動に加え、大型物件の材料受注

等もあり販売量、販売金額共に前年同期を大幅に上回る事ができました。また、東京支社を中心とした鉄骨工事請負

事業は、民間設備投資は持ち直しの動きが見られるものの、物件情報等の増加は小幅な伸びに留まっており、受注競

争は引き続き厳しいものとなっております。しかし、長年の施工実績等から受注活動は順調に進んでおり受注件数、

受注金額共に前年同期を大幅に上回る結果となりました。工事売上額につきましては、工事進行基準適用の大型物

件は順調に進捗しており随時売上計上される事に加え、中小物件の完成もあり売上高は大幅な増加となりました。

これらの結果から当第１四半期連結累計期間の売上高は15,667百万円（前年同期比34.7％増）となりました。

収益面におきましては、鋼材市況は昨年６月頃から一貫して下げ続けておりますが、市況の下落率は徐々に低下

しており、在庫の入れ替えも進み収益率は改善しつつあるものの、収益確保は引き続き厳しい状況が続いておりま

す。また、鉄骨工事請負事業におきましても、鉄骨加工単価は歴史的な低水準からは若干回復しつつあるものの、現

在製作中の物件には収益性の低いものが残っており、グループ各社においてコスト削減の努力は鋭意行っているも

のの、引き続き厳しいものとなっております。これらの結果から当第１四半期連結累計期間の営業利益は83百万円

（前年同期は営業損失222百万円）となりました。また、円高の進行から為替差損31百万円、デリバティブ評価損196

百万円の発生により経常損失は107百万円（前年同期は経常損失214百万円）、四半期純損失は39百万円（前年同期

は四半期純損失277百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　鋼材の販売・加工事業

鋼材の販売・加工事業は、東日本大震災の本格的な復興需要には今しばらく時間を要するものの、建築関連の

民間設備投資は徐々に明るさを取り戻しつつあり、鋼材の荷動きは徐々に回復しつつあることから販売量は前年

同期を大幅に上回る結果となりました。なお、販売金額につきましても市況は下落傾向にありますが、販売量の増

加に支えられたことに加え、高規格材の販売も増加したことから前年を上回っております。品種別に見ますと、当

社主力のＨ形鋼は、販売量は前年を上回ったものの、価格低迷から販売金額につきましては前年を下回る結果と

なり、収益につきましても厳しい結果となりました。鋼板類は大型物件の受注により高規格の厚板の販売増から

鋼板は販売量・販売金額共に30％を超す伸びを示した事に加え、引き続き自社製のフラットデッキ及び合成スラ

ブプレートが増加しており、製造コストの削減と相まって収益に貢献しました。また、コラムは、柱材として使用

する中低層の建築物件が比較的少なかった事から、販売量・販売金額共に前年を下回る結果となりました。以上

の結果から、売上高は11,676百万円（前年同期比18.4％増）、営業利益は74百万円（前年同期比71.1％減）とな

りました。
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②　鉄骨工事請負事業

鉄骨工事請負事業は、民間設備投資は回復の兆しを見せており、地方の中小物件は依然として厳しさが残るも

のの、首都圏、関西圏及び中京圏の大都市を中心とした再開発や大型物件につきましては徐々に案件が増加しつ

つあります。当第１四半期連結累計期間においては昨年の様な超大型物件の受注はありませんが、中規模物件を

複数受注し、受注件数、受注金額共に大幅な増加となり、受注状況は順調に推移しております。売上高につきまし

ても、工事進行基準適用の大型物件は昨年受注の超大型物件が堅調に進捗していることに加え、工事完成基準適

用の中小物件は、例年、年度末に完成が集中し、第１四半期は完成物件が減少する傾向があるものの、当期はその

様な状況も無く多くの物件が完成を迎えております。以上の結果から、売上高は3,939百万円（前年同期比

126.6％増）となりました。しかし、収益につきましては、昨年受注の物件には収益性の低い工事が多く営業利益

は79百万円（前年同期は営業損失360百万円）となりました。

③　その他

その他は、倉庫業及び運送業であり、運送業についてはグループ外の鉄骨製品輸送を積極的に行った事から売

上高は前年同期を大幅に上回りました。倉庫業につきましても堅調に推移いたしました。これらにより売上高は

50百万円（前年同期比46.6％増）、営業利益は4百万円（前年同期比9.1％増）となりました。

(2）財政状態の分析　

（資産の部）

当第１四半期連結累計期間末における資産合計は55,990百万円（前連結会計年度末は53,637百万円）となり、

2,353百万円増加しました。主な要因は、売上の増加に伴う受取手形及び売掛金の増加1,975百万円、現金及び預金

の増加607百万円、並びに鉄骨工事請負の進捗に伴う未成工事支出金の増加548百万円等によるものであります。

（負債の部）

当第１四半期連結累計期間末における負債合計は36,136百万円（前連結会計年度末は33,483百万円）となり、

2,653百万円増加しました。主な要因は、鋼材の仕入増加に伴う買掛金の増加1,050百万円、短期借入金の増加

1,200百万円等によるものであります。

（純資産の部）

当第１四半期連結累計期間末における純資産合計は19,854百万円（前連結会計年度末は20,154百万円）とな

り、300百万円減少しました。主な要因は、利益剰余金の減少278百万円であります。この結果、当第１四半期連結累

計期間末の自己資本比率は35.3％となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

592百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末には1,861百万円（前年同期比25.3％増）となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は486百万円（前年同期比67.8％減）となりました。これは主に、税金等調整前四半

期純損失106百万円、売上債権の増加額1,963百万円がありましたが、仕入債務の増加額1,050百万円、デリバティブ

評価損196百万円及び未成工事受入金の増加額154百万円等により一部相殺されたものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は140百万円（前年同期は82百万円の使用）となりました。これは主に、長期貸付け

による支出146百万円と長期貸付金の回収による収入255百万円及び保険積立金払戻による収入64百万円等による

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は964百万円（前年同期比26.6％減）となりました。これは主に、短期借入金の増加

額1,200百万円と配当金の支払額229百万円によるものであります。　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発活動について、特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,147,000

計 46,147,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,215,132 12,215,132

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

単元株式数

100株　

計 12,215,132 12,215,132 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

－ 12,215,132 － 3,948,829 － 4,116,979

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　241,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 11,971,600 119,716 －

単元未満株式 普通株式　　　　1,632 － －

発行済株式総数 12,215,132 － －

総株主の議決権 － 119,716 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、名義書換失念株式が3,100株含まれております。また、「議決権の数」

欄には、名義書換失念株式に係る議決権の数31個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アイ・テック
静岡県静岡市

清水区三保387番地7
241,900 － 241,900 1.98

計 － 241,900 － 241,900 1.98

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
管理本部長
兼経理部長

取締役 経理部長 伏見　好史 平成24年６月29日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,338,576 1,946,389

受取手形及び売掛金 ※2
 17,046,798

※2
 19,022,721

商品及び製品 6,474,681 6,515,945

原材料及び貯蔵品 3,498,594 2,992,162

未成工事支出金 5,222,917 5,771,390

繰延税金資産 400,608 463,437

その他 460,047 395,558

貸倒引当金 △77,900 △60,700

流動資産合計 34,364,323 37,046,905

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,559,563 12,559,563

減価償却累計額 △6,631,105 △6,719,441

建物及び構築物（純額） 5,928,458 5,840,122

機械装置及び運搬具 5,869,828 5,799,388

減価償却累計額 △5,490,139 △5,443,556

機械装置及び運搬具（純額） 379,688 355,832

土地 10,749,001 10,749,001

リース資産 117,775 125,575

減価償却累計額 △16,183 △22,485

リース資産（純額） 101,591 103,089

建設仮勘定 － 11,669

その他 343,283 340,593

減価償却累計額 △318,483 △317,925

その他（純額） 24,800 22,668

有形固定資産合計 17,183,540 17,082,383

無形固定資産 36,676 33,145

投資その他の資産

投資有価証券 591,029 560,212

関係会社株式 9,500 9,500

関係会社出資金 38,375 38,375

保険積立金 590,580 481,460

繰延税金資産 403,163 425,887

その他 862,891 740,447

貸倒引当金 △442,583 △427,541

投資その他の資産合計 2,052,957 1,828,340

固定資産合計 19,273,174 18,943,869

資産合計 53,637,497 55,990,774
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,444,860 10,495,753

短期借入金 17,999,077 19,199,550

リース債務 25,430 27,025

未払法人税等 41,274 14,556

賞与引当金 66,800 17,300

役員賞与引当金 43,800 8,625

未成工事受入金 2,074,379 2,228,559

その他 782,918 1,234,060

流動負債合計 30,478,541 33,225,430

固定負債

リース債務 66,877 67,191

繰延税金負債 442,099 442,048

退職給付引当金 977,593 965,977

役員退職慰労引当金 584,562 463,211

負ののれん 426,579 402,880

通貨オプション 471,396 534,440

その他 35,407 35,407

固定負債合計 3,004,517 2,911,157

負債合計 33,483,058 36,136,588

純資産の部

株主資本

資本金 3,948,829 3,948,829

資本剰余金 4,116,979 4,116,979

利益剰余金 12,191,199 11,912,260

自己株式 △204,469 △204,469

株主資本合計 20,052,537 19,773,599

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23,238 2,892

その他の包括利益累計額合計 23,238 2,892

少数株主持分 78,663 77,694

純資産合計 20,154,439 19,854,186

負債純資産合計 53,637,497 55,990,774
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 11,633,477 15,667,254

売上原価 10,550,663 14,378,331

売上総利益 1,082,813 1,288,923

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 289,829 288,022

貸倒引当金繰入額 67,146 －

給料手当及び賞与 346,459 362,109

賞与引当金繰入額 12,900 13,020

役員賞与引当金繰入額 10,950 8,625

退職給付費用 19,879 19,847

役員退職慰労引当金繰入額 6,563 6,655

減価償却費 88,484 77,327

その他 462,728 430,166

販売費及び一般管理費合計 1,304,942 1,205,773

営業利益又は営業損失（△） △222,128 83,149

営業外収益

受取利息 2,451 2,959

受取配当金 5,478 5,375

仕入割引 6,064 6,093

受取賃貸料 6,902 5,878

デリバティブ評価益 1,134 －

負ののれん償却額 23,698 23,698

還付加算金 4,310 －

貸倒引当金戻入額 － 23,372

役員退職慰労引当金戻入額 － 44,103

その他 7,386 14,331

営業外収益合計 57,427 125,811

営業外費用

支払利息 22,612 26,398

為替差損 20,637 31,416

デリバティブ評価損 － 196,423

保険解約損 － 46,786

その他 6,743 15,770

営業外費用合計 49,992 316,795

経常損失（△） △214,693 △107,834

特別利益

補助金収入 2,011 1,338

特別利益合計 2,011 1,338

税金等調整前四半期純損失（△） △212,682 △106,495

法人税、住民税及び事業税 9,002 8,725
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

法人税等調整額 57,116 △74,798

法人税等合計 66,118 △66,073

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △278,801 △40,422

少数株主損失（△） △1,289 △947

四半期純損失（△） △277,511 △39,474
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △278,801 △40,422

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,651 △20,367

その他の包括利益合計 8,651 △20,367

四半期包括利益 △270,150 △60,789

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △268,863 △59,820

少数株主に係る四半期包括利益 △1,286 △968
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △212,682 △106,495

減価償却費 155,930 124,613

貸倒引当金の増減額（△は減少） 65,482 △32,241

賞与引当金の増減額（△は減少） △83,400 △49,500

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △34,200 △35,175

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22,970 △11,616

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,723 △121,351

受取利息及び受取配当金 △7,930 △8,334

支払利息 22,612 26,398

為替差損益（△は益） △8 25,096

有形固定資産売却損益（△は益） － △851

有形固定資産除却損 3 834

無形固定資産除却損 － 2,597

デリバティブ評価損益（△は益） △1,134 196,423

保険解約損益（△は益） － 46,786

補助金収入 △2,011 △1,338

売上債権の増減額（△は増加） 1,674,219 △1,963,346

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,772,085 △83,305

その他の流動資産の増減額（△は増加） 110,695 66,934

仕入債務の増減額（△は減少） 907,401 1,050,892

未払消費税等の増減額（△は減少） △71,505 135,634

未成工事受入金の増減額（△は減少） 791,551 154,179

その他の流動負債の増減額（△は減少） 74,906 169,868

その他 △24,294 △23,494

小計 △1,422,697 △436,791

利息及び配当金の受取額 7,867 8,372

利息の支払額 △22,900 △27,740

法人税等の支払額 △115,243 △32,076

補助金の受取額 42,397 1,338

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,510,575 △486,897
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,000 △65,000

定期預金の払戻による収入 50,000 50,000

有形固定資産の取得による支出 △40,003 △15,965

有形固定資産の売却による収入 783 373

投資有価証券の取得による支出 △383 △355

短期貸付金の増減額（△は増加） 9,700 △350

長期貸付けによる支出 △50,865 △146,675

長期貸付金の回収による収入 25,023 255,729

保険積立金の積立による支出 △8,811 △1,969

保険積立金の払戻による収入 － 64,303

その他 △18,161 360

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,720 140,450

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,600,047 1,200,472

配当金の支払額 △286,831 △229,818

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △6,297

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,313,216 964,355

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 △25,096

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △280,071 592,813

現金及び現金同等物の期首残高 1,765,757 1,268,595

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,485,686

※1
 1,861,409
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽

微であります。　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 6,148,326千円 5,451,362千円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 166,489千円 208,456千円

　

３．貸出コミットメント（貸手側） 

当社は、関係会社１社（連結子会社を除く）と極度貸付契約を締結し、貸付極度額を設定しております。この

契約に基づく当四半期連結会計期間末の貸出未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

貸付極度額の総額 260,000千円 260,000千円

貸出実行残高 △250,958 △132,186

差引額 9,041 127,813

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

現金及び預金勘定 1,540,666千円 1,946,389千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △54,980 △84,980

現金及び現金同等物 1,485,686 1,861,409
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 299,329 25 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 239,463 20 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金

　

EDINET提出書類

株式会社アイ・テック(E01297)

四半期報告書

16/20



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日 至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）３

鋼材の販売
・加工事業

鉄骨工事
請負事業

計

売上高                  　 　

外部顧客への売上高 9,859,8981,738,826　
11,598,725

　
34,751　

11,633,477

　
－ 11,633,477

セグメント間の内部
売上高又は振替高

957,600　 280　 957,880　 408,427　 1,366,308　 △1,366,308 －

計
10,817,499

　
1,739,106　

12,556,605

　
443,179　

12,999,785

　
△1,366,30811,633,477

セグメント利益

又は損失（△）　
257,468　 △360,065　 △102,597　 4,197　 △98,399　 △123,729△222,128

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、運送事業及び倉庫事業を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△123,729千円には、セグメント間取引消去△53,397千円、全社費用△70,311千円が含

まれております。全社費用は、主に当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日 至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）３

鋼材の販売
・加工事業

鉄骨工事
請負事業

計

売上高                  　 　

外部顧客への売上高 11,676,3133,939,999　
15,616,312

　
50,941　

15,667,254

　
－ 15,667,254

セグメント間の内部
売上高又は振替高

341,701　 52,553　 394,255　 418,438　 812,693　 △812,693 －

計
12,018,015

　
3,992,552　

16,010,568

　
469,379　

16,479,947

　
△812,69315,667,254

セグメント利益 74,531　 79,186　 153,718　 4,579　 158,297　 △75,14883,149

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、運送事業及び倉庫事業を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△75,148千円には、セグメント間取引消去14,072千円、全社費用△89,220千円が含ま

れております。全社費用は、主に当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 23円18銭 3円30銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 277,511 39,474

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 277,511 39,474

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,973 11,973

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

２【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社アイ・テック(E01297)

四半期報告書

18/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

株式会社アイ・テック

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大木　智博　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　秀俊　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイ・

テックの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日か

ら平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイ・テック及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　　　

　報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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